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「将来の計画」 

 

＊本事業は将来の日系社会を担い得るリーダーを育成することにより、日系社会・居住国の経済発展

及び社会開発に寄与することを目的としています。「大学院で研究、修得したものを将来母国の  

地域及び日系社会のためにどのように活かしていきたいと考えているか」について明確に記載して

ください。日系社会への裨益について計画が記載されていない場合、評価の対象とはいたしません。 
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